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オスマーン朝のハーカーンたち

井　愚痴　造

は　じ　め　に

　現代のトルコ共和国イスタンブル市内の旧市街観光名所であるアヤ・ソフや大聖堂敷地

の東北隅，トプカプ宮殿博物館への入口にバーブ・フマーユーンと呼ばれる城門があり，

アーチ型をした開口部の上方に日本語訳すれば次のような内容の石板銘：文（能書家ア

リー・プン・スーフd　一一の作品）が掲げられている。似下，刻銘文資料訳文中の（〉は

原文を補足したこと，【】は原語のカタカナ表記を，　　　は固有名詞，　　　はその修

飾語，　　　は讃辞を示している。）

　　これは，二つの陸のスルターン，’二つの海の帰一カーン，人とジンの空界における神の

　　影，東西の問において神を助ける者，水と泥の英雄，クスタンティーンの城塞の征服者

　　【ファーティフ】，アブルファトフ・スルターン・ムハンマド・ハーン・プン・スルタ～

ン・ムラード・バーーン・ビン・スルターン・ムハンマド・バーーン一指高なる神が彼

　　の権力を永遠ならしめ，彼の位置を二つの指極星の頂へと高めるように一の命令で，

　　883年の祝福されたラマダーン月に，その建設が神の後援と是認の上で基礎づけられ，

　　その柱石が神の安全と保護の確保によって打ち固められた，祝福されたる城塞である。

　　［井谷2005A：2銘文3

　この銘文は883年ラマダーン月（1478年11／12月）にイスタンブルの征服者である，オ

スマーン朝のスルターン，ムハンマド2世の命令によって城塞（現在のトプカプ宮殿〉が

建設された際に付されたもので，銘文中Fスルターン・ムハンマド・ハーン」には「二つ

の陸のスルターン，二つの海のハーカーン」（c：｝ept1　OtsLS3　d），t」“ii　c：，LhLn）という称号が付け

られている。ハーカーン（khaq2n）という称号が用いられたオスマーン朝時代の銘文は決

して珍しいものではなく，ムラード1世の時代（1362－89）以来，この10年ほど筆者が調

べただけでも16例が知られているD。石板などの銘文だけではなく，貨幣銘文や写本上で

のオスマーン朝の支配者たちの称号としてもスルターンとハーカーンが併記される例は少

なくない。例えば，上記のスルターン，ムハンマド2世時代の歴史を書き残したトゥルス

1）既発表のものとして上掲の他に井谷2005A：1銘文井谷2007：⑥，⑦，⑩銘文，井谷2008B：

　4一⑥銘文，井谷2008A：⑥⑥b銘文，井谷2QO9：⑤，⑦銘文，井谷201！二B一②，③，⑥銘文

　がある。これらには，ハーカーンの複数形（凛堅）という表現をもつ銘文を含めている。
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ン・ベグ（TarsUn　Beg）はその著作『アブルファトフ史』：t∂rifeh－i、Abab　al－Fatk（1488年

以後に執筆・献呈されたもの）の写本中でムハンマド2盤を「二つの陸のスルターン，二

つの海のハーカーン，儂者たちの長，異教徒と多神教徒を従わせる麿」と呼んでいるし

〔TA：25b］，ムハンマドの後継者となったバーヤズィーード2世について，「正当な権利を

有するスルターンたちのスルターン，絶対的なハーカーンたちのハーカーンj

（SN　×1許α郵凶l　otstSδ駈恥Cnla）nd1のLat・）と形容している［TA：！64a］。また，スラ

イマーン大帝に献墨された挿絵付ペルシア語韻文によるオスマーン朝史第5巻は『スライ

マーン・ナーメ』SZt／aηmdin一八フzα2）の名で知られるが，トプカプ宮殿博物館に所蔵される

写本（Hazine　1517）の扉頁シャムサには「スルターンの子のスルターン，ハーカーーンの子

のハーカーン（〔）lit　S．liαO嘱しK　t：jU＝Y．all融oLhl■），スルターン，スライマーン・シャーーフ・

ハーン……の国魂への贈り物」との献辞が見られる［SN；54］。これらの例からも，オス

マーン朝の支配出たちが11～！3世紀のセルジュク朝の支配者たちが臨いたのと同じ「スル

ターン」という称号に加えて，セルジュク朝の支配者たちが全く使用することのなかった

fハーカーン」という称号をも銘文や史料上の表現として用いていたことは明らかであり，

それが用いられるに至った背累を，「ハーカーン」という言葉のアラビア語，ペルシア語，

トゥルク語で書き残された諸資料上の使用例を検討しながら，歴史的に考察することが本稿

の蟹的である。

1　ハーカーンの語義と研究史

　ハーカーンの語義の説明をする上で基本的な情報を提供するのは，E郷yoZ砂α64ガα（ゾ

fslamの【日版（1913－！938）の簡潔にまとめられた“kh詠an”の項目を執筆したW．　Barthold

がすでに紹介している有名なアラビア語の史料中の記事である。それはフワーラズミー

（Aba‘Abd　Allah　M晦ammad　b．　Ahmad　a1－Khwarazml）の著作儲学の論語励al一

‘UltZmであり，著者フワーラズミー一・一はサーマーン朝のワズィール，ウトビー（Aba

a1－Hasan‘Ubayd　All蝕b．　Abmad　al一‘Utbi，982年以後に没）にこの作晶を献呈しているので，

10世紀後半に書かれたものであることに間違いない。この作晶中の説明によれば

　　ハーカーン（otSts）はトゥルクの最大の王である。ハーン（ひム）は首領であり，ハー

　　カーンはバーーンのハーン，つまり首領たちの首領である。ペルシア人（L場鞠が

　　シャーハーンシャーフ（。L・tSUSLG）と言うがごとく。［MU：120］

である。さらに11世紀後半のバグダードでトゥルク人の王族出身であるマフムード・カー

シュガリー（MabmOd　a1－Kashgharl）によって書かれ，アッバース朝のハリーファ，ムク

2）　野スライマーン・ナーメ選の著者はFatb　Allah‘Arif　Chelebl　CAri旬であり，完成は965年ラ

　マダーン月中旬（1558年6－7月）である。
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タディー（在位1075－94）に献呈された著作『トゥルク諸語集成』1）iwdn　Lughnt　al一　Turfe3＞

に次のような説明がある。

　　ハーンは最大の王のことである。アフラースィヤーブの子孫がそう名付けられ，それは

　　ハーカーンのことである。［DLT：5！3〕

　アフラースィヤーブとはイーラーンに対抗するトゥーラーンの伝説上の王であり，この場

合その子孫はトゥルキスターンのカラハン朝を指している。また別のいくつかの暗所でカー

シュガリ～はカラハン朝のことを「ハーカ一匹ーヤ」（K，］ENi）と呼んでいる［DLT：179，

180，　18e，　183，　208，　222］．

　このふたつの説明により，ハーカーンとはペルシア語の「シャーハーンシャーフ」（王中

の王）に当たるトゥルクの最大の王のことであり，カーシュガリーが生きていた11世紀に

は特にカラハン朝のことを指していたことが分かる。

　この両者よりもさらに古い時代，アッバース朝時代にバグダードやサーマッラーで駅逓長

憲を務めたイブン・フルダーズビフ（Abu　al－Q2sifn‘Ubayd　Allah　b．‘Abd　Allah　ibn

K：hurdadhbih　911年没）はその著作『諸国と諸道』al－Masdilifl　wa　al－Mamalifeの中で「トゥ

ルク，タッバト，ハザルの王たちはどれもハーカーンである。ハルルフ（さ1．国りの王だけ

はジャブグーヤ（NPt）と呼ばれるのを除いて」［MM：16］と述べており，以上の3例か

らハーカーンがトゥルクの王の称号であったことは異論がないであろう。

　さて，アラビア文字で表記されるハーカーンの語義は以上のように説明されており，また

以下でもその使用例を史料上に追跡していくのだが，ハーカーンの語が元来北アジアの遊牧

民族であった鮮卑，柔然描版，園維（回鵤）などの諸民族の中で君主の称号，「カガン」

（Qaγan）として用いられてきたことはよく知られている。すでに白鳥庫吉，内田吟風護

雅夫，町田隆：吉などの諸氏により主として漢文史料に基づく可汗（可寒）称号の研究がなさ

れ，梅村坦氏によってそれらは「草原における可汗称号のひろがり」として要領よく整理さ

れている［梅村1999，86－95］。それによれば，可汗という称号は鮮卑・拓民部に始まり，

鮮卑・拓賊部が建てた北魏に対抗して柔然の支配者（社需）が402年に可汗を自称するよう

になり，その後脳然を滅ぼした命中，次いで突蕨の滅亡後はウイグル個糸乞），その瓦解後

は西遷した天山ウイグル王国の支配者たちによっても使用され続けたという。さらに北アジ

アでは，契丹（遼）や女真（金）においても称号の使用が継承され，13世紀に入るとモン

ゴルの支配者チンギズ・ハーンの子孫たちによってこの称号が受け継がれて，ウゲデイ以後

は「カーアーン」（Qa’an）という表記が現れてくることもよく知られている£杉山1997A：

107一一l！；杉山1997B：215－7〕o

3）現存唯一の写本によれば，原著の完成は466年ジュマーダー∬月10H（1074．　2．　10．），写本自

　体の完成は664年シャツワール月27臼（1266、8．1．）である［DLT：628］。間野英二氏は英訳を

　出版したRober亡Dankoffの所説に基づき466年を469年の誤記として酒暦1077年完成としてお
　り，　こ才xにfSEう　ξ積」野1992］o
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　こうしたハーカーン（可汗）称号使用の広がりの中で，オスマーン朝支配者たちのハー

カーン称号図無例はどのような由来や背景をもって出現するのであろうか。ヨーmッパでは

歴史的に「オスマーン・トルコ」と通称されるように，王朝の支配者であったオスマーン家

は明らかにトルコ（トゥルク）系民族の出身であil　，オスマーン朝がトゥルクの伝統的な支

配者の称号であったハー帰一ンという語を用いたのは豪然のことであると考えられたかもし

れない。そのためか，ハーカーンというオスマーン朝支配者の称号の一つに関して，これま

でも上述のバルトリドが執筆した語義に関する『イスラーム百科事蝿（旧版）の項目や後

述するGerhard　Doerferによる詳細な語義の説明と諸資料中のハーカーン（ハーン）の語の

使用例（オスマーン魚期の例は含まれていない）列挙以上の詳しい検討がなされることがな

かったのである。オスマーン朝時代については，僅かにPaul　Wittekが古文書上のスルター

ンたちのトゥダラー（Tughra花押様の署名）研究を基にムラード！世時代からのハーンと

いう称号の導入に触れている程度である［Wittek　1950，279－92］。また，第一一次大戦後オス

マーン朝国家が解体に瀕した際に「解放戦争」を経て建国された現在の国民国家たるトルコ

共和国においても，オスマーン朝時代にそれまでのイスラーム諸国家において政治的な支配

者の称号として用いられてきたスルターンと並んで，ハーカーンという称号が用いられ始め

た歴史的な経緯や由来を，改めて詳しく検討した研究は晃られない。

　しかし，史料の晶晶のために成立当初の実態には不明な点が多くあるとはいえ，国家とし

ての特質は何よりもイスラーム国家であったオスマーン朝自体が文書や銘文貨幣上などで

公式にその匡隊基盤としたトゥルク（トルコ）4）という民族名を使用したことはなく，fオ

スマーン朝竺トルコ国家」という等式は歴史の実態から晃ても成り立たない。上述のごとく，

オスマーン朝に先立って西アジアに覇権を打ち立てたセルジュク朝国家の支配者たちは，

トゥルク系オグズニトゥルクマーンの出身であったにもかかわらずハーカーンという称号を

屠いた形跡がないし，支配者の称号であったスルターンと並麗的に用いられた称号はペルシ

ア語の「シャーハンシャーフ」に限られていたのである5）。

　以下では，西暦7世紀以降の西アジアにおける主要な文献雷語であった，アラビア文字を

使用するアラビア語，ペルシア語，トゥルク語の史料に拠って，ハーカーンという語の使用

例やその歴史的な背景を考察してみたい。

4）本稿で筆者は「トゥルク」の語をトゥルク（テユルク）系民族の総称として規い，それに対し

　て「トルコ」は現在のトルコ共秘圏とその飼民の呼称として用いる。

5）　これまでに筆考が調査・解読してきた結果によれば，ルーム・セルジュク朝塒…代の支配者たち

　がスルターンと併称して「シャーハンシャーフ」を使用した例は26圏（既発表は井谷2005B：①，

　②t③銘文井谷2008B：2一①，④⑤銘文），カラマン・ベイリクの支配者による同様の使用例

　は2回（井谷2005B：⑧銘文t井谷2011：E一②銘文），オスマーン朝の支配者による同様の使矯

　例は2測（井谷2007：⑤銘文，共谷2010：④銘文）ある。
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1［西暦10世紀までのムスリム史料に見えるハーカーンの使用例

　アラビア語，ペルシア語をはじめとする諸書語資料申に見られるハーカーンという語の語

義及びその使用例を最も詳しくまた網羅的に挙げたものは，先に名を挙げたデルファーによ

る研究であろう［Doerfer　1967］6＞。上で語義の説明に引用したイブン・フルダーズビフ，フ

ワーラズミー，カーシュガリーの記録もその中に含まれている。デルファーの引用例と一一部

は重複するが，以下，筆者の集めたムスリム史料中に見えるハーカーンという語の使用例を

時代順に挙げてみたい。

　まずは，初期イスラーム時代に関する最重要な史料の一一つタバリ～（Aba　Ja‘far

Muhammad　b．　Jarir　a1－Tabar1，923年没）の『歴剣Ta　’rikhα1－Rblsu／　wa　al－Mbllnk中に現

れる使用例について挙げると，最も早くハーカーンの名が史料上に現れるのは，サーサーン

朝の王パフラーム・ジュール（Bahram頚r）の事績に関してである。それによれば，パフ

ラームが快楽に耽って政治を顧みず，庶民の非難が高まった際に最初に現れた外敵が「トゥ

ルクの王ハーカーン」個声＆じ駆）であり，彼は25万のトゥルクを率いて遠征して来

たという。パフラームはアーザルバイジャーンの拝火定に隠遁すると称して嵐奔したが，

人々はそれを敵からの逃亡，王権の放棄と儒じて疑わなかった。圧倒的なハーカーンの勢力

に恐れをなした人々はハーカーンとの交渉に入り，ハラージュ（地租）の確定を相談し，

ハーカーンは軍を休止させた。この機に乗じて，パフラームはハーカーンの状況を知り，少

数の配下を率いて夜襲をかけ，手ずからハーカーンを討ち取り，その王冠と領土を手に入れ，

多くの戦利品を得たという［TRM　I：863－4］。

　この記事に現れる「トゥルクの王八二カーン」については，既に榎一雄氏がエフタルでは

なく，キダーラ王朝のことかと推定していたが1榎！95！：144－9］，キダーラがフンを自称

し，バクトリア語を公用語としていたという吉田豊胸の最新の指摘に従えばキダーラを

トゥルクと解釈するには無理がある［吉田2011：22－3］。それゆえこの記事の夢トゥルク」

の意撮する内容については不明な点があるにせよ，サーサーン朝パフラーム・ジュール（ワ

フラーム・ゴール）の治世（420－38）の記事に早くもハーカーンの名が現れることは確実で，

ハ一盛ーンとの戦いとその勝利は，パフラームの大武勲としてタバリーの申にも記録された

のである。

　パフラームの孫，フィールーズ（FlrUz）は兄弟フルムズ（Hurmuz）に対抗してトゥ

ハーリスターンの「ハヤーティラ」（al－Hayatila）に援助を求め，その援軍により王位を得

6）Doerfer　I967の項尉番号！160“khaqan”，及び1161’‘khan”の項臨まSS．！4U79に及び，こ

　れら両面の使用例を現代に至る詰襟語資料中に博捜しているが，突蕨文字碑文やカーシュガリー

　の野ウルク諸語集成諺，『クタドグ・ビリグ還などを除いてオスマーーン朝時代のトゥルク語文献

　は引用されておらず，パーーカーンの称考がオスマーン朝で使用された理遡や背漿については全く

　説明がない。
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たが，後に彼らとの戦いによって4人の息子，4人の兄弟共々殺されたという〔TRM　I：

872－3］。ここに出てくる「ハヤーティラ」とはいわゆるエフタルのことであるが，タバリー

の記述には，エフタルの王がハーカーンと呼ばれている例はない。フィールーズの後，そ

の子クバーズ（Qubadh）は兄弟のBalashに対抗するためにfトゥルクの王土一瓶ーン」に

援助を求めてハーカーンの許へ逃亡し，4年間留まり，クバーズはハーカーンの援助を得

て王位を確保したという　［TRM　I：882－4］。さらにクバーズの子キスラー（Kisra

Anesharwan）の時代「スィンジブー・ハーカーン」（otStS　l鰺）という入物がいたが，

彼はトゥルクの中で最強，最も勇敢で，威厳があり，最多の軍勢を有し，ハヤーティラを怖

れず，彼らの王であった（）J」）を殺し，彼らの財を戦利晶とし，彼らの領土をキスラーと

分け合った人物であるという［TRM　I：895］。タバリーの記録の中でハ一八ーンの固有名

が知られるのはこの一例だけであり，ヂスィンジブー・ハーカーン」とは西突腰のイステミ

（室黙蜜）カガンを指していると考えられる［内藤！988：385］。タバリーの別の記録では，

キスラーはハーカーンと姻戚関係を結んだとされ，これを利用してハーカーンにハヤーティ

ラ挟撃を誘って成功し，またキスラーの後継者フルムズの母は大ハ～カーンの娘であったと

いう7＞［TRMI1899，966，988］。

　これらの記述からは，フィールーズ（ペ一八ーズ、在位459－484），クバーズ（カワード，

在位488－497，499－531），キスラー（ボスロウ，在位531－579）の3代にわたりサーサーン

朝の王たちは東方のハヤーティラやトゥルクとの外交関係に苦心し，トゥルクとの姻戚関係

を通じた連携によりハヤーティラ挟撃に成功して漸く東方からの脅威からひとまずは解放さ

れたようである。上述のような歴史的諸事件の中でトゥルクの王ハーカーンが果たした役翻

は大きく，彼らの援助がなければサーサーン朝の王たちが王位を確保することも，ハヤー

ティラを挟繋することもかなわなかったのである。

　イスラーム時代に入り，ヒジュラ暦22年（642／3）のタバリーの記事には，サーサーン朝

最後の王ヤズダジルド（Yazdajird）を追跡したal－Ahnaf　bt　Qaysのホラーサーン遠征の話

が載せられているが，それによればヤズダジルドは援助を求めてハーカーンとソグド

（al一＄ughd）の王，さらにはスィーン（al一＄in）の王にまで手紙を送り，その後ヤズダジル

ドがバルブを経てアム河を渡り，敗走してくるとハーカーンは彼を援助して共に渡河し，バ

ルブ方面に留まったという［TRM　I：2683，2685－8］。この記事は内容から見てヒジュラ

22年のものとは受け入れがたいが，サーサーン朝の末期に至ってもハーカーンの援助が求

められていたことを示しているこ稲葉1995：87－94〕。

　ウマイや朝時代のヒジュラ1替102年から120年にかけて（720－38）の特にマーワラーアン

ナフルやホラーサーン東部に関する諸事件を扱ったタバリーの記事には「トゥルクのパー

7）　フワーラズミーもキスラーの子フルムズの緯名は“Turk¢zad”であり，それは「トゥルク女の

　息子」という意味で，彼の母が「トゥルク王制ーカーン」の娘であったからである，と阿様の説

　明を行なっている［MU：104］。
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カーン」（d、卿の駆）や「トゥルク・ハーカーン」（深濠軋の「トゥルクの主翼ーカーン」

（Ulyt1　paU・　ogs）及び単に「ハーカーン」という表現が頻出する［TRM亘：14！3－！637］。

これらはH．A．　R．　Gibbが既に詳しく論じたように，当時のマーワラーーアンナフルに頻りに

軍事介入してはウマイや朝のアラブ・ムスリム軍にしばしば苦杯を喫せしめ，サマルカンド

領主グーラク（GhUrak）などのソグドの領主，慰侯と連携していた突騎施＝トユルキシュ

（T湿kish）の普領，自由（738年没〉を指すことは明らかである［Gibb　1923，59－87］。ア

ラブの文人ジャーヒズ（Abrk　‘Uthman　‘Amr　b．　Bahr　a1－Jabiz　a1－Ba＄ri，869年没）は『ヒラー

ファの軍の美徳とトゥルク人たちの長所に関する，ファトフ・プン・ハーカーン（Fatb　b．

K：haqan）8）への書簡』という著作の中で，ホラーサーン総督のジュナイド（Junayd　b．’Abd

al－Rabman　al－MurrD　9＞がドトゥルクの王ハーカーン」と対戦した際にその求めに応じて一

対一で会談したことが伝えられ，ジュナイドは「彼（ハーカーン）ほど誠実で，中庸を心が

け，理解力があり，賢明な者を見たことがない」と感嘆したという［RJ：96－101］。こうし

た会談の事実は上述のギブの説明の中にも全く確認できないが，少なくともこの逸話からは

8世紀前半のアラブ・ムスリムによる中央アジア支配が上述のごとく，常に東方からのトゥ

ルク（この場合は，突騎施）による脅威に曝されていたことが窺えよう。

　アッバース朝時代にはアラビア語で多くの地理書が書き残されたが，これらのうちでもっ

とも古い著作は，上述したイブン・フルダーズビフの『諸国と諸道』である。この著作には

「トユルキシュのハーカーンの町」〔MM：29］や「トグズグズのハーカーンの町」［MM：

31〕などの記事が見られる。後者の「トグズグズ（♪鋼Dのハーカーンの瑚についての

情報源がTamim　b．　Bahrという人物の旅行記録（821年頃）であることは，ミノルスキーの

研究によって明らかにされており，トグズグズはウイグル（贋維／國鵬）のことであり，

「ハーカーンの町」は漠北時代のウイグル・カガン国の都オルホン河畔のカラ・バルガス

ン10）に比定されている［Minorsky　1948：275－305］。

　ヒジュラ麿309（921）年アッパーース朝のハリーファ，ムクタディルの許からヴォルガ・

ブルガール王の本営に派遣されたイブン・ファドラーンが途中サーマーン朝の首都ブハー

ラーを訪れた際，宰相のジャイハーニーに財主との謁晃などの便宜を供されたことが知られ

ている［家ce　2009：54－5］。このジャイハ一振ーは自ら申央アジアを中心として広範囲に情

8）　この入物は，ムウタスィムの護衛隊・長で，ファルガーナ出身のトゥルク系支配著の一族。ムタ

　ワッキルに幼時より仕えて書記として昇進し，エジプト総督を務め，ジャーヒズとも交際した。

　861年12月U瞬の夜，ムタワッキルと共に暗殺された［EI2：al－Fath　b．　K：haq議n　b．‘UrtUj－O．

　Pinto］　0

9）バラーーズリー（892年頃没）の儲国征服史遍によれば，ウマイや朝のハリーファtヒシャー

　ムによるジュナイドのホラーサーン総督任命は，112年（730／1）のことで，ジュナイドは先鋒を

　送ってハーカーーンの患子を捕縛してヒシャームの許へ送ったという£FB：429；花田1998：88］。

10）吉田1988によってカラ・バルガスン碑文ソグド語版にも田田名詞を俸つた「ハガン」という表

　現が頻出し，それらのハガンたちがマー一一の宗教を保護していたことが明らかにされている。
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報を集めて『諸圃と窓頭という著作を残したとされ，原本が伝存しないにもかかわらず，

その情報は多くの著作に引跡T転胴されたとされるll）。ジャイ二一ニーの収集した情報を

利用したと考えられる地理書の一一つが，372（982／3）年に現在のアフガーニスターン北部，

グーズガーンの領主Aba　al－Harith　Mubainmad　b．　Abmadに献呈された著者不明のペルシア

語による継界境域講Hacdtid　al一　‘A　ldmである。この著作によれば，タッバト（Tabbat），

ヒルヒーズ（Khirkhiz），キメク（Kimak），ルース（RCs），ハザル（K：hazar＞の王はそれ

ぞれ「タッバト・ハーカーン」，ゼヒルヒーズ・ハーカーン⊥「ハーカーン」，「ルース・ハー

カーン」，「タルハーン（びム．山）・ハーカーン」と呼ばれていたという［HA：73，80，85，

188，　193］o

　同じくジャイハーニーの情報を利用したとされるギャルディーズィー（AbU　Sa‘ld　‘Abd

a1一耳ayy　b．　Dahhak　Gardizi）やマルワズィー（Sharaf　al－Zaman％hir　Marwazi）によれば，

トグズグズ（グズ）のヨ三はドトグズグズ・ハーカーン」またはFトグズ・ハーカーン」で

あった〔ZA：567－70；TH：20a］。さらにギャルディーズィーでは「トゥルク・ハーカー

ン」，「ヒルヒーズ・ハーカーン」，汐ッバト・ハーカーン⊥「ハザル・ハーカーン」12），

「ルースのハーカーン」£ZA：554，555，556，558，562，563，564，580，591］などのほぼ

『世界境域誌』と共通する表現も兇られる。このように，9－10世紀に多く著作されたアラビ

ア語の地理書やジャイハー一一ニーの情報を引用したと思われるペルシア語の地理書，歴史書に

おいて，トゥルク諸族のみならずタッバト（ティベット），ルース，ハザルなどの諸民族の

王たちがそれぞれハーカーンと呼ばれていたことは明らかである。ムスリムの著作家たちに

とって彼らは無論異教徒であり，上述のようにタバリーがサーサーン朝蒔代や初期イスラー

ム時代について記録したハーカーンたちについては，専ら彼らの軍事・的な脅威が強調される

だけで，その内面や宗教についての言及はなかったが，前述のタミーム・プン・パフルの旅

行記に基づくイブン・フルダーズビフの「トグズグズ・ハーカーンの町」についての記述に

は「町には火を崇拝するマジュース（マゴス・・拝火教徒）やズィンディーク（マーニー教

徒）がいる」とされていて，トゥルクについての多少とも具体的な情報が載せられるように

なっていったのである。

　尚，作繍が成立した時代は11撮紀になるが，イーラーンの民族的叙事詩と書えるフェル

ドウスイー（Abk　al－Qasim　Firdawsl）作（1010年頃）のペルシア語韻文『空惚Shdih－

ndilnaにもハーカーンの語は伝説上のカヤーニー朝の王民イホスロウの時代から，サーサー

li）　ジャイハーニーとその伝存しない著作に関する研究はバルトリド以来多くあるが，詳しいもの

　としてMinorsky！942：1－1！；G6ckeRjan－Zimonyi　2001：1－49；EI2：Djayhanl－Ch．　Pellatなどを

　参照。

12）　イブン・ファドラーンの旅行記によれば，ハザルのヨ三はハーカーーンであり，r偉大なハーカー

　ン」とも書われている1家de　2009：295，303－5］。バラーズリーによればtサーーサーン朝時代か

　らアルメニア方彌に娼没していたトゥルクのハーカーンがおり，このハーカーーンとはハザルの

　ハーカーンのことを指すのであろう［FB：196，204；暗潮！992：101，115］。
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ン朝時代まで度々出てくる。『王書』ではfチーンのハーカーン」（磯i紛oUt　L）として

現れる場合が多く］3＞，ハーカーンはチーン（中国）の王の称号として用いられる場合も多

かったことも付け加えておきたい。

斑　西暦ll世紀以降モンゴル侵入までのムスリム史料中の

　　　　　　　　　　ハーカーンの使用例

　これまでに挙げたハーカーンという語の使用例は，イスラーム改宗以前のトゥルクや周辺

諸民族における使用例をムスリム史料が記録したものであったが，10世紀の後半にはトゥ

ルクの一一部がイスラーム改宗を燗人単位ではなく，集団単位で行なうようになり，トゥルク

のムスリム化が進行していった。こうした状況の中で記録を残す側にもムスリムとなった

トゥルクに対する認識が変化してハーカーンという語の使用例にもその認識の変化が表れて

くるのである。それを端的に示すのは，先述のマフムード・カーシュガリーによる語義の説

明である。カーシュガリーは自身がイスラーム改宗を経たトゥルクの一員として，トゥルク

の言語や「神の軍隊」としてのトゥルクの特質を知っておくことの重要性をilトゥルク諸語

集成』の胃頭で説いている［井谷2000：263－79］。そしてハーカーンはアフラースィヤーブ

の子孫とされる支配者の称号であり，「ハーカーニーヤ」はカラハン朝を指す語として用い

られるようになったのである。

　既にデルファーによって使用例が挙げられているナルシャヒー，バイハキー，ナースィ

ル・ホスロウなどの資料を除き，以下では11世紀以降の，特にイーラーン以東の地域で遺

された，筆者自身がその写本調査を行なったことのあるものを中心としたムスリム史料中に

現れる画一カーンという二葉の使用例を挙げていく。まず，462（1069／70＞谷戸ラハン朝に

仕える大輪ージブ（alUgh　kha＄＄　hajib）ユースフによって著されたアラビア文字による現存

最古の「ボグラ・ハンの言葉，トゥルク語」（カラハン朝トゥルク語）によって書かれた韻

文作品『幸福を与える知薦QzctadghZt　Biligでは，この著作が献呈された罵主の名が「至高

なるハーカーン」（ムソlovaLS）「ナースィルルハック・ワッディーン・タフガージ・ウー

ルーーグ・ブーグラー・カラーハーン・アブー・アリー・ハサン・プン・アルスラーン・ハー

ン」（Nおir　a1－Haqq　wa　al－Dln　Tafghaj　alQgh　Bughra　Qara－khan　Aba‘Ah　Hasan　b．

Arslan－khan）［QB－F：17］となっており，カラハン朝の支配者が自らハーカーンを称して

いたことは明らかである14）。

13）筆者が調べたところによると，各1箇所のみ「トゥルクのハーカーンjrルームのハーカーン3

　という表現が現れる句を見出したが，「チーンのハーカーン」という表現が最も多く現れ（！12

　翻），バーーカーンという語が単独で現れる場合にはチーンかトゥルクのどちらかtもしくは時とし

　て両方の支配者を指す語として用いられていると考えられる［ShN：Vol．2－8］。

14＞　この部分は，『クタドグ・ビリグ渥のファルガーナ写本にしか見られない。アラビア文字によるノ
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　次に，475（1082／3）年カスピ海東二二地域を支配していたズィヤール朝の支配者カイ

カーウス（‘Un＄ur　al－Ma‘菰K：aykawus　b．　Iskandar）が執筆したペルシア語の処世訓『カー

フ㌧スの書』Qdibabs－ndimaに載せられたブワイフ朝時代の文人宰稲サーヒブ・イスマーイー

ル・アッバード（鎌員ib　Isma‘i1‘Abbad，995年没）の逸話（第40章）に，カーシュガルにい

る密偵からの情報の中に「トゥルキスターンのハーカーン」という表現が畠てくる［QN：

2！9－220；黒柳1969：157－8］。カーシュガルやトゥルキスターンという具体的な地名を伴っ

ていることからも，このハーカーンがカラハン朝の支配者を示していることは疑いがない。

　479（！086／7）年にセルジュク朝の宰網ニザームルムルク（Ni頭m　al－Mulk　AbポAli

a1－Hasan　aレ丁疲s玉，1092年没〉によって著された『統治の割Siyar　al一一MulCkleの申でも第40

章の後半，ラカブ（云云）の濫発を戒める部分の中にハーカーンの語が患てくる。ここで取

り上げられているのは，ガズナ朝のスルターン，マフムード時代（998－！030）の逸話であり，

以下に概要を紹介する15）［SM，20HO］。

　スルターン，マフムードはアッバース朝のハリーファ，カーディルからラカブを求め，

「国運の右手」（Yamin　al－Dawla）の称号を得ていたが，彼に従属するサマルカンドのハー

カーンには「国運の援助者，神のハリーファの補佐人，東方とスィー一・・ンの王」（Zahlr

al－Dawla　Mu‘1n　Kha1王fa　Allah　Malik　a1－Sharq　wa　a1一＄in）という3つのラカブがあり，マフ

ムードはこれを妬んでハリーファに使者を送り，ラカブの増加を願ったが，叶えられなかっ

た。マフムー・・一ドはハーカーンの宝庫からラカブに関する証書を盗み出すことをもくろみ，読

み書きができて能弁なトゥルク系の女性にこの用務を託した。この女性はガズニーンから

カーシュガルのハーン，ウズゲンドのハーンの許を経てサマルカンドへ着き，姪高なる

ハーカーン」（J“．．1　dewaL　s）の妻であるハートゥーンに取り入り，ハーカーンの信任を得て当

初の目的である証書を入手し，周到な手筈を整えて証書をガズニーンへ持ち帰った。マフ

ムードは，証書をバグダードのハリーファ，カーディルの許へ送り，この証書は部下の者が

サマルカンドの市場で幼児が取り合っていたのを少しの干しブドウを与えて粗悪な紙の値段

で買い取って来たものだと伝え，このように証書の値打ちを知らず，それを軽視する者には

いくつもうカブを授けるのに，自分には一つしかくれない，と不満を露わにした。それでも

ハリーーファはハーカーンに叱責の手紙を送ったものの，マフムードの望みは叶えられず，マ

フムードの使者はバグダードの大阪ーディーを味方にして時にはハリーファの廃位さえほの

めかしながら圧力をかけ続け，最終的に「宗教の保証人」（Amin　al－Milla）というもう一つ

のうカブを手に入れたというものである。

　この逸話が事実かどうかを確認する手だてはないが，ガズナ朝のマフムード時代サマルカ

ンドにバグダードのハリーファから三つのうカブを授与された「至高なるハーカーン」（こ

x
　　もう一つの写本であるカーヒラ写本では「タウガージ・ブグラー・ハーン」の名のみである

　　［QB－M：16］0

！5）　この逸話は既に勝藤1976：68－72で紹介されている。
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の表現は前述『クタドグ・ビリグ」中のカラハン朝の君主の称号と岡一である。）がおり，

彼の配下にはカーシュガルやウズゲンドの「ハーン」がいたという状況を背景にこの逸話が

進行していることは聞違いない。この逸話の中でハリーファがマフムードのラカブ授与の要

望に難色を示した理由を示す部分で「ハーカーンは無知であり，トゥルクであり，辺境の主

である。彼の要求を我々は，無知ゆえに，また彼の面臼のためにかなえたのだ」と述べてい

るのは，いわば田舎大名としてのハーカーンに対する郷楡や軽侮を示したものと理解できる

［SM：202］。そしてこの郷楡や軽侮は，この文脈の中で単にハリーファ個人の内部から発せ

られただけではなく，この逸話を著作中に載せたニザームルムルク自身の認識や価値観の発

露，さらには当時のバグダードなどでの風潮でもあった可能性が高い。

　12世紀半ばに執筆され，ゴール朝の慰主に献呈されたニザーミー・アルーズィー・サマ

ルカンデK一（Abmad　b．　‘Urnar　b．‘Ali　a1－NiZaml　al一‘ArUdl　alwwSamarqandl）作のペルシア語

による『四つの講謝Chahdr　MaqtZlaの中にも，ガズナのスルターン，マフムードがマーワ

ラーアンナフルのブグラー・ハーンに送ったという手紙の中でブグラ・一・ハーンはハーカー

ンと呼ばれ，カラハン朝が「ハ一社ーン家」（Al－i　Khaqan，　K：haqaniyan）と称されている例

もある［ChM：4e－4！，44，73；黒柳！969：227，231，254，274］。

　556（l160／1）年かその翌年に献呈されたと推定されているザヒーリー・サマルカン

ディー（Muhammad　b．‘Ah　al－Zahirl　al－Samarqandi）｛iEのペルシア語による『スィンドバー

ズの書』Sindbdidlz－ndimaでは，作品が献呈されたクルチ・タムガージ・ハーカーン（Alp

Qutlugh　Tunga　Bilga　Aba　a1－Muzaffar　Qilij　T．　amghaj　K：haqan）は「王たちのうちで最も公正

なる者，スルターンたちのうちで最も優れた者，知識あり，公正なる最大のハーカーン」

（些IL］・tile歯の駆dn』）tU　JIaib己歩蒔1）と称されている［SBN，8］。このクルチ・タム

ガージ・ハーカーンはヂルクヌッドゥンヤー・ワッディーン」「神の代理の明証」「信者たち

の長の援助者」（Rulm　alつun頭wa　a1－Dln，　Burhan　Kha11fa　A11諭Na＄ir　Amlr　al－Mu’minin）

の他に「トゥルクとアジャムの庇護者」「トゥルクの王たちの冠」（Mawla　al－Turk　wa

al一‘Ajam，　Taj　Mu1肱al－Turk）など17種もの形容辞が付されているので16），先に挙げた

『統治の謝に見える逸話が伝えるように，ラカブが濫発されて冗長になっていく傾向を明

示している。

　！3世紀にはいって622（！225／6）年以降に写本が完成したと考えられるフサイニー

（＄adr　al－Din　AbU　a1－Hasa鷺‘Ah　al－EusaynD作のアラビア語史料『セルジュク朝国運の諸情

報』Afelzbdr　al－Dawla　al－Saijuaiyaの中にもセルジュク朝のスルターン，アルプ・アルスラ

ン，マリクシャーフ時代に4度起こったカラハン朝に関わる紛争時にカラハン朝の支配者は

16）上述の他にMalik　Mu口ayyad　Mu多affar　Man§Ur　Mu6a翼am　Sharaf　Mulαk　al－Umam，　Zahlr　al－lm自m

　Na＄ir　al－Anam　Diy2’　al－Dawla　Baha’　al－Milla　Malja’　al－Umma　Jalal　al－Mulk，　Ghiyath　al－lslam　wa

　al－Muslimln　Qami‘　al一‘Udat　wa　al－Mutamarridin　Zill　Allah　fi　al－Ardin　Sultan　Ard　ai－Sharq　wa

　aレGharbという表現が名に先行している。
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ハーカーンと呼ばれている［ADS：28，46，59－61，65－6〕。

　前述の語義の説明のところで引難したカーシュガリーを含めて以上7例を挙げた11世紀

以降モンゴル侵入以前の西アジアや中央アジアで書かれたペルシア語，アラビア語，トゥル

ク語資料の中では，バー・・一カーンは同系代に存在したイスラーム国家であるカラハン朝の支配

者の自称・他称であったことは間違いなく，この一族とは系統上のつながりを持たないセル

ジュク朝をはじめ各地のムスリム支配者が通例としてハーカーーンを称することはなかった。

但し，筆者がこれまで調べた申には，この時代にカラハン朝以外の支配者がハーカーンを称

した例が2例ある。

　その一つは，ミノルスキーがテクストを出版したシルヴァーンとダルバンドの歴史の中で，

有名なペルシア語詩人ハーカーニーの筆名が臨来する支配者シルヴァーンシャーフ，マヌー

チフル（在位1120－60）がハーカーンを称していたことである［Minorsky　1958，　txt　28］。こ

の記録はオスマーン帝国の歴史家ムナッジム・バシ（Ahmad　b．　Lu㌻f　Allah　Munallim一肱shi，

！702年没）の著作海雁‘al－Dacwalに拠ったものだが，その記事だけでなく，称号の使用を

明示するクーフィー体3行商のアラビア語石板銘文が現存している17）。その原文は以下の

通りである。（原文申の縦線は改行を示している。）

副1メ論回目」鋼1脚tJ翻jWt岬l　L£li・・li秘翻。M」S」x鼻爆メ

　　＿＿L），．肝少・Lma31冥J“SYI　・LSIilp．鏑♂．幽の駆1即しe）L・i「〉？1　iUp　aSsalls

　　日本語訳：「偉大で，知識あり，公正なる，勝利する，神に助けられ，聖戦に従事する

　　王，ファフルッディーン・ワッダウラ，イスラームとムスリムたちの支柱，最も高貴な

　　ハーカーン，最大のシルワーンシャーフ，アブルハイジャー・マヌーチフル・プン……

　　［以下判読できず］がこの町の城壁の建設を命じた。」

　銘文申の「この町」とはバクーの1日市街地のことで，城壁の建設を命じたマヌーチフルの

称号は，「王」に続いてハーカーンとシルワーンシャーフが文章上で並列されている。サー

サーン朝の王統に連なるとされていたシルワーンシャーフ，マヌーチフルが12世紀にハ一

鶴ーンを称していた理由についてミノルスキ・一は，現在のダゲスタン地域へのトゥルク的称

号や地位名称の浸透はかつて歴史的に隣接していたハザル王国の影響下で起こったのかもし

れないと説明しているが［Minorsky　1958：99］，筆者もこれを妥錨な背景説明であると思う。

カラハン朝とは特に系譜的なつながりが見られず，民族的にも自らがトゥルクであるとの意

識をもっていたとは考えにくいシルワーンシャーフ，マヌーチフルがハ一戸ーンという称号

を使用した例は歴史的に興昧深いが，イーラーン，トゥルク両系統をはじめとして多民族が

複雑に共生・混帰するトランスコーカサス地域の支配者が称した特例とは考えられないであ

17）BpeTaH瓢K煎1965127の掲載写真を参考にした。　Au王yp6e加K！983　：1281こuシア語訳が載

　せられている。
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ろうか。

　カラハン朝以外の支配者がハ一且ーンを称したいま一つの例は，ウトビー（AbU　Na§r

M癖ammad　b．　Muba阻mad　a1一‘Utbi，！036年または1040年没）作のガズナ朝のセビュクテ

ギン，マフムード時代を扱った歴史書である『ヤミーニー史』飾励al－Yaminiの602

（1205／6）年頃に作られたと考えられる縮約ペルシア語訳（AbU　al－Sharaf　Na＄ih　b．　Zafar

al－Jurfadaqanl作）の冒頭部分に見られるシャムスッダウラ・ワッディーン・アイトグム

シュ（Shams　al－Dawla　wa　a1－Din　Aytoghmish）という人物に付された「最大のハ一図ーン，

偉大なる帝王」（潮　oし高き穏　ek：io巡」）という称号である［TTY：5］。ここに出てくるアイ

トグムシュは，セルジュク朝の滅亡後のイラークのアタベグ，イルドユギュズ（Ild6gUz）

朝のジャハーン・パフラヴァーンの下僕（名前から見てトゥルク系）の出ながら，その子ウ

ズベグ（Ozbeg）を｛鬼偏として一一時実権を掌握していた人物として知られているが18），ハー

カーンを称した具体的な理由は不明である。

　以上，1！世紀以降モンゴル支配時代に至る，筆者が調べ得たペルシア語，アラビア語，

トゥルク語資料中のハーカーンという言葉の使用例を挙げてきたが，この時代のあらゆる資

料を全て講べ尽くした上での結論という訳ではなく，また上述のような二つの例外はあるも

のの，この時期のハーカーンという言葉は，主として中央アジアのムスリム・トゥルク系の

王朝であったカラハン朝の支配者たちの自称・他称として使用されていたという筆者の理解

に大過あるまいと考える。また，上掲『統治の書』の記述からもわかるように，カラハン朝

の匡隊体制上，カラハン朝には複数のハーンたちがおり，ハーカーンはそれらのハーンたち

の巖：上位者を指していたと言える。

IV　モンゴル支配時代のハーカーン称号の使用例

　1206年チンギズ・ハーンの即位に始まるモンゴル帝国では，歴代の支配者が「ハーン」

や「カーアーン」を称したことはよく知られている。モンゴルの支配似たちがハーンを称し

た理由は，上記のようなカラハン朝の先例を直接引き継いだ訳ではなく，鮮卑以来の北アジ

ア草原遊牧世界の覇者としての称号の伝統に則ったことは疑問の余地がない。モンゴル帝麟

全体に対して大元ウルスを直接統べる至高の支配者カーアーンが君臨し，ジョチ，チャガタ

イ，フレグの各ウルスには，それぞれ一一人ずつのハーンが存在した。猶アジアでは1260年

に成立したモンゴル政権イルハン（11－K：han）国の支配者たちは初代フレグ以降！4世紀半ば

まで継続してハーンを称し，ハーンと呼ばれた。以下で取り±げる使用例も全てイルハン国

及びその後の時代の史料中に兇えるものである。

！8）　ラシードゥッディーンの縢郊によれば，！2！！－！8年の間にトゥルクマーンのアミールを免

　ぜられたスライマーンという人物によって殺害された［JT：434，481］。
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　ルーム・セルジュク朝のスルターン，カイボスロウ3世（在位1266－84年）の宮廷で書か

れたイブン・ビービー一L（a1－Husayn　b．　Mubammad　b．‘Ali　al－Ja‘fari　a1－Rughadi　lbn　Bibl）のペ

ルシア語による著書al－A　wdimir　al一　‘A　／d　’iya　fi　a／i　Um　zZr　alww　‘4　ld　’iyaはルーーム・セルジュク朝

時代の最も重要な歴史書である。書名の中の最初の「アラ～イーヤ」はこの書物が献呈され

たイルハン国の有力者であり，有名な『世界征服者鰯Tdirikh－ifahdin－Oblshdyの著作19＞を

残した歴史家であったアラーウッディーン・アターマリク・ジュヴァイニー（1283年没）

を指し，二番目のギアラーイーヤ」は13世紀前半セルジュク朝の最も有名なスルターンで

あったアラーウッディーン・カイクバード1盤（在位1220－37年）のことを指している。こ

の著作中には1計3！箇所ものアターマリク・ジュヴァイニー及びその兄弟で，フレグ時代以

降20年にわたってイルハン国の宰相を務めたシャムスッディーン・ムハンマド・ジュヴァ

イニーへの讃辞が記されている20）。そのうちアターマリクに対しては「ハーカーンたちの

上腕」（漂1鋼A・k・P），「ハーカーンたちめ補佐人」（漣1鋼dM・・A）という二つの形容辞

［AA：6，2！〕がtシャムスッディーン・ムハンマド21）に対しては「ハーカーンたちの右

手」（譜国ldnv），「バー合口ーンたちの宝庫」（漂1凶｝」S5）という二つの形容辞［AA：！2，

707］がそれぞれ付されている。ジュヴァイニー兄弟の経歴や立場からしてこれらの表現中

に現れる「ハーカーンたち」とはモンゴル（イルハン国）の支配者たちを指していることは

疑いない。

　7！0（1310／1）年に完成したモンゴル支配時代の著名な世界史であるラシードゥッディー

ン（Rashid　al－D亙n　Faづ1　A胎h　HamadanDの繰史」海珈‘αZ－Tawdirikhには，作品が献呈

されたスルターン・ムハンマド・ホダーバンデ・ハーン（ウールジャーイトゥー）の称号と

して「最大のスルターン，最も高貴なカーアーン（eJSI　oiG），イスラームのシャハンシャー

フ，人類の奴隷たちの所有者，最も公正なるイールハーン（Jnp　iび辿D……」の表現が見

られ，ここではハーカーンではなく，「カーアーン」という称号が用いられている［JT：2］。

　699年シャアバーン月下旬（1300年5月中旬）に執筆が開始されたワッサーフ（‘Abd

Allah　b．　Fadl　Allah　Was＄af　al－Hadra）の著作『ワッサーフ麺Tati2iya　al－A　mstzr　wa　Tazl’iya

αム4廊7／Tdrikh－i晒蝋ガαZ一飾47αの冒頭では当時のマフムード・ガーザーン・スルター

ンに対して「イスラームの帝王，人類の奴隷たちの所有者，スィカンダル（イスカンダル〉

19）　この史料中のハーンという語の使用例についてはDoerfer　1967：149－50にまとめられている。

20）　イブン・ビービーの史書はその写本末尾にも明白な完成年代が記されていない。この史書中の

　内容で最も年代が新しいのは679（1280／1）年の箏・件であり［AA：735－42］，史書の最末尾にア

　ターマリク・ジュヴァイニー（681年ズルヒッジャ月4日／1283年3刃5H没）への讃辞が見られ

　ることから［AA：742］，679－8！（1280－3）年の問に完成したことが推定されるのである。

21）この人物は！277年のマムルーク朝スルターン，バイパルスの遠征後混卸した状況を収拾するべ

　くイルハン国からルームへ派遣された［弁谷1985：49－50］。これよりも以葡からシャムスッ

　ディーン・ジュヴァイニーはルームとの関係を有していたらしく，アナトリアのスィヴァスの町

　中心部にはこの人物によって670（1271／2）年に建設されたことを示す石板銘文の付されたマド

　ラサ（チフテ・ミナーレリ・マドラサ）の遣講が残っている。
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の高遭な志を持ち，ハーカーンをグラームとするイールハーン，信仰を持つ民の安寧と安

全の天蓋，世界のハーンたちのハーン（oLe÷のULs　oLs）」という表現［TW－HP：8］が，ま

た，703年シャツワール月11日（1304．　5．　17．）ガーザーン・ハーンがカズヴィーン近郊で

逝去し，ホダーイバンデ・ハーンが後継したという知らせがシーラーズへ届いた同年ズル

カアダ月14日（1304．　6．　18．）の金曜日の礼拝時に読まれたというフトバをそのまま引用し

た部分の末尾にはホダーイバンデ・ハーンについて「ハーンの子のハーンの子のハーン

（oNi　o“oLiAlαoNl），時のスルターンたちのスルターン，最大のハーカーン

（些罰幽国D，世界のシャーハンシャーフ，イスカンダルの再来・・…・」という表現が用い

られている［TW，］V－153］。後者は特にトルコ共和国イスタンブル市のヌール・オスマー

ニーイェ図書館所蔵の著者自筆写本（711年シャアバーン月／1311年12月～1312年1月筆

写完成）にも見られるもので歴史的な信野性が高い［TW，　MS　W－111a］。

　イルハン国時代でもムスリムに改宗したガーザーン（在位1295－1304），ウールジャーイ

トゥー（在位1304－16）時代になるとそれ以前には例が見られないアラビア文字による刻銘

文資料が残されているが，以下にその原文を挙げる700年ラジャブ月朔日（1301．3．12．）の

日付を持つトルコ共和国トカト博物館所蔵の石板銘文，及び708（1308／9）年の記録を持つ

アマスヤのダールッシファー入口上方の石板銘文［井谷2007：④銘文］にハーカーンの表

現が見られる。トカト博物館（Env．　No　812）に所蔵されるガーザーン・ハーン時代の5行

からなる石板銘文22）の内容は次のようである（写真／筆者撮影）。

22）　この銘文はトカトの主要な刻銘文資料を集めたUzunCarpih　1927に載せられていない。
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（アラビア文字の原文）

抄ns・aM　l　bLlai．測ψ漣」鳳幽」鋼l　es　・・一）・・Si㍉．劃鵡δ」喚JAI　iび≦bbLi

eaiψ轟）悔i・，，・i・幽・U15b些l　buva｝LpMll」δ．剣6暇向3jl　eV’触．戸劇

bua1劇畢八一｝“・tS耐．嬉旬魅」Jlζ国1峻L声OP．　1掴l　l‘L3UalLN劇ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高し・酬鴇メ♪さゴ」Ul♂傾1チ劇

（B本語訳）

ガーザーン・ハーン　東と西のスルターン，最大のハーカーン，偉大なる帝王，アーダ

ムの子孫たちの避難面一神がその権力を永遠ならしめるように一の御世に，そ

の主の慈悲を求め，必要とする弱き僕，フワージャ，ナースィル・プン・アブドゥッ

　　ラーフー神がその末路を良きものとするように一が，700年ラジャブ月朔【ヨに

　　真知ある者たちの極【クトブ1，神の聖者【ワリー】，故スルターン・マフムードー一

　　神が彼の墓を照らすように一のこの墓廟の建設を命じた。

　この銘文にはアラビア語の文法上いくつかの誤りが見られ23＞，末尾のiil付は明確に読み

取りがたい箇所があり24＞，墓廟が建設されたというスルターン・マフムード（ガーザーン・

ハーンのムスリム名でもある）という人物に関しても僅かな情報しかないが25），この銘文

上で冒頭に概かれたかーザーン・ハーンが「東と西のスルターン，最大のハーカーン，偉大

なる帝王」と称されていることは明らかである26）。

　カーシャーニー（AbU　a1－Qasim‘Abd　Allah　b．　Mubammad　al－Qashanl）の著作である

『ウールジャーイトゥー・スルターンの歴史』7〃魏乃ゴ助4y’zZ　Sulednでは，703－！6

（1304－16）年の歴史が扱われる，ガーザーンの後継者であったウールジャーイトゥー・スル

ターン・ムハンマド・ホダーバンデに対して撮大の磁心カーン（些頴oGLS），諸民族の

奴隷たちの所有者，トゥルクとアジャムのスルターンたちのスルターン」という形容辞が用

いられている［TU：3］。

　14世紀後半の767年ラジャブ月4EI（1366．3．17．）に完成し，イルハン国の後継国家の一

つであったジャラーイル朝のシャイフ・ウヴァイス・バハードゥル・ハーン（在位

1356－74）に献呈されたナヒチェヴァーニー（Muhammad　b。　HindOsh註Nakhjawa鷺i）の著

作『諸位階の任命についての書記の手引』Dasntr　al－Kditib　fi　Ta　‘yif・z　al－Mardtibは，書記た

ちが様々な文書を作成する際の模範文例集であるが，この申におさめられたスルターンたち

相互の文通例6種の第3回忌文例冒頭には「最大のスルターン，最も公正で，高貴なるバー

23）　（t：Juml　ag」all　，kJ31i）の3簡所は文法上定冠詞が不要である。

24）　「ラジャブ」という月名は明確に読み取りがたい。その前後は上記のように読める。

25）　ラシードゥッディーンのド集難によれば，ガーザーンのイスラーム改宗後その敵手であった

　バーイドゥーの許より派遣された使者としてShaykh　ai－Mashayikh　Ma加mUdの名前がみえる

　［JT：1256］。しかしtこの人物が上記のスルターン・マフムードと同一であるという確証はない。

26）「最大のハ一宇ーン，偉：大なる帝王」（Khaqan　A‘zarn　Badhsh2h　Mulazzarn）という部分は定冠

　調が付されず，ペルシア語のエザーフェを付けて読まれるような表記である。
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カーン」（e．｝Sl　JMi　c）liL　S一　eU5p　i　L：jUzaUA）という相手方への呼びかけの文言が記録されている

［DK　：　！27］o

　以上に挙げた刻銘文資料の2例を含めて！3世紀後半から！4世紀半ば以後までのペルシア

語史料申に見えるハーカーンの語の使用例を検討してみると，イルハン國を中心とした，特

にガーザーン以降のムスリム改宗したモンゴルの支配者たちの称号や形容辞として，スル

ターンという語と並列で使用されたことが明らかになる。前節での説明のように，1！世紀

以降モンゴル時代までのムスリム諸資料中で主としてカラハン朝を指しt遊牧雨量社会の至

高の震主というより，時には田舎大名を指す軽侮や郷楡の意味すら含むと思われる語でも

あったハーカーンという表現を，モンゴルの支配者たちが，セルジュク朝以来のムスリム支

配者を指すスルターンの語と並列して薪たに自らの権威や幽自を誇示する自称として用いる

ようになった背景には，北アジアの草原遊牧社会の覇者となったモンゴルが，西アジアにお

いてもその圧倒的な軍事的優位を利してフワーラズム・シャーフ朝，イスマーイール＝ニ

ザール派，さらにアッバース朝ハリーファ政権など既存の政治勢力を一掃して未曾有のモン

ゴル支配を打ち立てたという事態に対して，西アジアのムスリム社会や文化，主観と客観の

両面における自己及び他者認識や価値観が13－14世紀に根本的な変容を迫られていたことを

想定しなければならないであろう。上記のようなペルシア語史料や刻銘文資料中の使用例か

ら見て14世紀初めにハーカーンの語は既に歴史の舞台から消え去った中央アジアのカラハ

ン朝の支配者ではなく、マムルーク朝の領土を除き，アナトリア，イーラーン，イラーク，

さらに東方の中央アジアや遥か申継までをも支配する大モンゴル国家の支配者の連枝たるイ

ルハン国の支配者たちの出自，栄誉，権威を誇示する称号や形容辞へと変貌していたのであ

る。ムスリム化したイルハン国の支配者によって面面されたハーカーンという称号は，最早

単にトゥルクの王を意昧する称号ではなく，理念的に世界征服者，世界支配者を含意するム

スリム社会の頂点に立つ霜主の称号となったのである。本稿での課題としているオスマーン

朝のおけるハーカーン称号使用の背景についても，こうした歴史的状況を理解せずしては，

説得的な結論が得られないであろう。

V　モンゴル時代からオスマーン朝へ

　14世紀の初頭から歴史の舞台に登場するオスマーン朝初期の歴史については来だ不明の

部分が少なくない。オスマーン朝の名祖であるオスマーン（！326年没）については，ガー

ズィー（Ghazi）と称し，ベグ（Beg）と呼ばれていたことは確かであるが，この宮代に書

かれた歴史書はなく，貨幣も発行されず，劾銘文資料も残っていない。次のオルハン

（Urkhati，在位1326－62）蒔代には貨幣が発行され，また刻銘文資料も残されているが，歴

史書は書かれなかった。そして筆者の既発表の刻銘文資料中では，ムラード1世の時代

（1362－89）に787（1385／6）年の年代のあるゲリボルのウル・ジャーミウ再建と790年ジュ
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マーダー1月初日（！388．　5．8．）の日付を持つイズニクのニルフェル・ハトゥン・イマーレ

ト建設を記録する石板銘文上にそれぞれ，ムラードの称号としてパー一一カーンの語

（e」SAII　ovaNl　l　paDYI　oUNI　）が現れて来るのである［井谷2008A：⑥，⑥b銘文］。石板銘文

上の記録からだけでも上記のアマスヤのダールッシファー，ウールジャーイトゥー時代のも

の（708年）からこれらムラード！世のものまで時間的にヒジュラ暦で80年近い間隔があ

る。筆者のこれまでの調査ではこの間に支配者が用いたハーカーンの称暑や形容辞を記録し

た刻銘文資料は見つかっておらず27），またオスマーン朝ではこの間に書かれた歴史轡など

が残されていないために，確実な隅時代の文献上の証拠に基づいてモンゴル時代からオス

マーン朝へのハーカーン称号使用の直接的な転移を証明することは不可能である。

　にもかかわらずムラード！世時代に，当時アナトリアにいくつもあった諸ベイリク（地方

の小独立政権）の一つにすぎなかったオスマーン朝が何らの根拠もなく恣意的に，かつてカ

ラハン朝やイルハン國のムスリム支配者たちの称号の一つであったハーカーンという表現を

用い出したとは考えにくく，14世紀初めのイルハン国の支配者たちが用いたハーカーンと

いう称号との間に何らかの理念上，文献上のつながりを求めることが，オスマーン朝におい

てハーカーンという称号が使用された実例の存在を理由づける合理的な説明となるのではな

いか，と筆者は考える。以下で挙げるのは，同時代的，直接的な文献上の証拠が存在しない

という状況の中で，後世に成立した史料やその背景に関わると思われる資料であり，オス

マーン朝の支配者たちがハーカーンという称号を使用した時代背景や状況を考察する手掛か

りを与えてくれるものであると考えられる。

　まず挙げるべきは，14世紀初めのモンゴル，及びトゥルク艮族の精神世界，文化伝統の

一端を反映したと思われる作贔のひとつとしての『オグズ史』である。この作品は，ラシー

ドゥッディーンの躁鰯の第2部に含まれるもので，既に我が国では本田實信氏による紹

介や要約訳，宇野伸浩氏による資料評価がなされ，トルコ共和国の歴史学者トガン（Zeki

Velidi　Togan）による現代トルコ語訳と訳注が出版されており，いずれも参考になる［本田

1973；宇野2002；Togan　1972］。2005年にはイーラーンでM癖ammad　Rawshanによる校

訂本が出版されて利用が容易になった。『オグズ史』の内容は現実に展開された歴史ではな

く，男女，父子，家族間の愛憎や英雄豪傑の活躍などを扱った教訓的な説話に満ちており，

預言者ヌーフの子ヤーフス（Yafuth）はトゥルク語でウールジャーイ・ハーン（Uljay

Khan）と称されたが，その子がディープ・ヤーヴクー・ハーン（D1b　Yawqa　Kh顔）であり，

その4子の一人カラーハーン（Qar2khan）の息子オグーズ（Ughaz）が前半部での主入公

27）　ウールジャーイトゥーの子で，実質的に最後のイルハンであったアプー・サイード（1335年

忌没）時代の刻銘文資料をアナトリアで6点調査してきたが，現在までのところ，ハーカーンの称

　号使用例を見つけていない。アブー・サイードが「ハーン」（2例），「バハードゥル・ハーン」（1

　例）と称されている石板銘文は存在しており，今後の講社でハ一書ーンの使用例が確認できる可

　能性はあると考えている。
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である。オグズは生まれながらに唯一神の信仰を持ち，成長して異教徒であった父と戦って

これを旨し，3人の叔父たちの部衆をも屈服させ，トゥルクマーンの主張ではモンゴル

（Mughnl）とは東方に留まったこれら3人の叔父たちの子孫のことであると説明される。そ

の後付グズは，ヒンドゥースターン，チーン，マーチーン，ナンキヤース，中央アジアの

トゥルク諸族f闇の国」（Qarahαlan），ダルバンド，シルヴァーン，アッラーン，アーザ

ルバーイジャーン，グルジスターン，クルディスターン，ファラング，ルーム，ディマシク，

ミスル，バグダード，イスファハーンTキルマーン，イラークをこの順序で征服し，長子

ターン（KUn／KUn）・ハーン（キュン・ハン）を後継者に指名して一千年の生涯を終えたと

v、う　［JTO：1－54〕。

　キュン・ハンの時代にはオグズの6子，キュン＝太陽，アイ（Ay）＝月，ユルドゥズ

（YJIdUz）＝星，キョク（K：Ok／K6k』天，タク（Taq）＝山，テンギズ（Tangiz）筥海，から生ま

れた各4子，9t　24人を祖とするオグズ24氏族にそれぞれ，タムガ（tamgha標章）とオン

ゴン（Unqan吉兆となる生物）が定められた［JTO二55－62］。その後の時代について叙述さ

れる諸事件についても，登場人物を含めて，これまでに知られているムスリム諸資料中にそ

の情報源が見られるような記述はなく，年代記述が全く現れないこともあって『オグズ史』

巾の記事・をトゥルク民族の歴史研究にそのまま用いることは不可能という印象が強い。オグ

ズに22の部族があり，それぞれに部族毎の標識があることは，既に11世紀のカーシュガ

リーが記録しているが〔DLT：40－1］Tラシードの『オグズ史』に見られるのとは順序が異

なり，キュン・ハンなどオグズの6子の名前も現れない28）。全体を通して『集史』に付さ

れた『オグズ史』はそれまでに西アジア，中央アジアで知られていたオグズに関する歴史的，

文化的，雷語的な諸情報を統合，整理，敷虚して当時のモンゴル支配の背景やモンゴル厚身

の種族的来歴をイスラーム史の枠組みの中で説明しようとする意図を以て構成された作品と

いうことができよう。

　この作晶の終わり近く，ガズナ朝，セルジュク朝，フワーラズムシャーフ朝など歴史上に

存在したトゥルク素心王朝の支配猛たちに僅かに触れた部分に「オグズ出身の帝王たちは，

次の5入の息子の子孫であった。まずカユ（Qayi），ヤズィル（Yazir＞，エイミュル

（Aymar），アヴシャル（Awshar），ベクディリ（Bikdili）」という一文がある［JTO：

94－5］。この申に出てくる「カユ」はオスマーン朝の王家が属していた部族とされており

［K6prUIU　1935：82－7］，『オグズ史』はその成立の由来からも全くオスマーン朝に関わる資

料ではないが，この記事はモンゴル時代とオスマーン朝を結び付ける可能性のある微網な証

拠の一つと考えられるのである。

　次に挙げるべきは，現在トルコ共和国はイスタンブル市内トプカプ酒殿博物館図

28）　オグズに関して最も詳しい文献学的，歴史学的な研究を行なったのは，Faruk　Samerであり，

　カーシュガリーとラシードのオグズ部族に関する名称や各部族の標識は第2部の初めにまとめら

　れている£SUmer　1972：201－10］。
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書館（Topkapi　Sarayl　Mttzesi　K：UtUphanesi）に所蔵されるRevan　1390，1391の登録番号

を持つ二つのトゥルク語写本である。この二つの写本はほぼ岡じ内容を持っているが，

Revan　1390はヂセルジュク家の歴史，トゥルク語，サンジャクから来たもの」

（幽踵｝，，Sj●卿JIき」切とのタイトルで，全288葉，書写年代の記録なし，　Revan

1391は三二に「モグールの書」（輪UJ爽）「皇子，スルターン，バーヤズィーード」

種塾oU山。』U。繍）と書かれ，全455葉の大判で，末尾に951（1544／5）年という書写年代

が明記されている。この二つの写本に加えてさらにベルリンの写本をも調査したヴィッテク

によれば，これらの写本となっている作品の著者はオスマーン朝のスルターン，ムラード2

世時代（1421－51）の書記窟僚ヤズジュオウル・アリー（Yaz車oghlu‘Alf）であり，作品が

完成したのは，827（1423／4）年であるという［Wittek！952，642－7］。

　Revan　1390では8a－18a（Revan　1391：2b－19b）に上記ラシードの『オグズ蝿の要約が

オグズ24部族のタムガ，sitngUk29）付きトゥルク語で忠実に再現され，その後18a－26b

（Revan　139！：19b－77b）まではうーヴァンディー（Aba　Bakr　M晦ammad　b．‘AII　b．

Sulayman　a1－Rawandi）のセルジュク素謡R2加’α♂一5π4z〃zoα、4yat　al－SurzZrの記事が471

（！079）年まで訳され，それに続く26b－26！a（Revan！39！：77b－416a）まではイブン・ビー

ビーの史書，前掲の『アラ～ウの事柄におけるアラーウの諸命劔のトゥルク語訳が続く。

その後（262a－285a／Revan　l391：417b－454b）はうシードの繰郊ガーザーン・ハーン紀

の記事（ガーザーンの他界まで）のトゥルク語訳が末尾の直前まで続いている［JT：

1253－1321］。このガーザーン・ハーン紀のトゥルク語訳申にペルシア語の原文には見嶺らな

い次のようなタイトルの記事が収録されている。

　　ヂスルターン，マスウードの従兄弟である，スルターン，アラーウッディーン・カイク

　　バード・プン・ファラーマルズの物語の残りとかーズィーたちの王，二目スマーン・ベ

　　グ・プン・エルトゥグルルの手になるビレジュク征服の話」（267a－b／Revan　1391：

　　424b－5b）

　　♂」。艸6曲・aljJ轟I」÷，．s6si　」．＞4いひの摩訟」』）ヒび』』QLSA嫡」≦5

　　　　　　　　　　　　　　」．幽」lc＞÷函び血♂分溜31鋼」仙L：：…」　」？」≦分）悔

タイトルに登場するスルターン，マスウ～ド及びカイクバード（3世）はルーム・セルジュ

ク朝最末期の支配者であり，708（1308／9）年にマスウードが死去したことでセルジュク朝

は滅亡した。すなわちこの話はモンゴル政権イルハン国の圧迫下に滅亡を迎えつつあったセ

ルジュク朝末期のルームの政治状況を背景とするもので，そこにオスマーン朝初代オスマー

ン・ベグの事績が含まれているのである。全テクストの引用は煩環であるため，本稿の論旨

と関連する部分のラテン文字転写テクスト及びその睡本語訳を以下に引用する。（Revan

29）　ラシードではオンゴンとなっている部分は「鳥」（qUsh）とされ，各部族に分配される動物の

　特定部位の肉がsUnghk（es，S・・）である。
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1390，1391の両原文を相補う形で再構成したトゥルク語テクストによる。）

　　Bu　esnada　uc　etrafindan　baber　vardl　ki　Qayldan　Ertugrul　ogll　‘O＄rnan　Begi　ucdagi’　TUrk

　　begleri　derilip　qeriltay　edUp　Oguz　t6resin　sorusup　b2n　dikdiler　deyU．　Ol　hikayet　bu

　　minval　Uzerineydi　ki　ucdagi’　TUrk　begleri　Oguzun　her　boymdan　uc　etraimda　Tatci　r

　　serrinden　qorqup　yaylarlar　ve　qlslarlardi．　R“zg2rla　qar6u　Tat2rdan　incinenler　uca　gelip

　　cogaldllar．　Fi’1－cumle　ol　illerin　begleri　ve　kedbUdalari　cem‘　olup　‘Osman　beg　qatina

　　geldiler　ve　mesveret　ql’ldllar．　qoq　qal　u　qrlden　sonra　sOzleri　ibtiy2ri’　bu　o｝dH〈i　ayl’tdllar

　　Qaytaan　bod　mecma‘　Oguz　boylarl’n　Oguzdan　sonra　agalarl’　ve　banlarldilar　ve　KUn　Hanin

　　va＄lyeti　Ogt］z　tbresi　mGcibince　kfinllq　ve　padieahll’q　Qayi’　＄oyl’　varken　6zge　boyl’

　　1tanlari’nun　＄oyunuya　1．ianll’q　ve　padisahllq　dikrnez．　qan　＄imden　gerU　Selc“q　sultanlardan

　　bize　care　ve　meded　yoqdi’r　memleket“n　gogl’　ellerden　glqdl’．　Tatar　thzerelerine　geregi　gibi

　　mUstevli　oldi’．　Can　merbGm　Sultan　‘Ala　el”Dinden　dapt　size　＄af2　nazar　olmu＄dur．　Siz　biin

　　olun　ve　biz　qullar　sultanl’rnuz　bizmetinde　bu　earafa　gazaya　mesgt）1　olalum　dediler．　‘Osman

　　Beg　rahimahu　Allahu　dabl　qab“1　etdi．

　　（1ヨ本語訳）

　　この間にウジの方面から知らせが届いた。カユ（部族の）出であるエルトゥグルルの息

　　子オスマーン・ベグをウジのトゥルクのべグたちが選んで，集会【クリルタイ】し，オ

　　グズの慣習を尋ね合いTハーンに立てたと。その話の様相は以下のようであった。ウジ

　　のトゥルクのべグたちは，オグズの各部族の出であり，ウジ方面でタータールの悪事を

　　怖れて夏冬を過ごしていた。時と共にターターールから被害（を受けた）者たちがウジへ

　　来て（その数は）増加した。要するにその部族のべグたち，戸主たちが集合してオス

　　マーン・ベグの許へ来て，相談した。多くの話し合いの末，彼らの雷葉は以下のように

　　まとまった。（旧来より）喬われてきた。カユ・ハンはオグズの後，全オグズ部族のア

　　ガ（年長者）であり，ハーンであったと。キュン・ハンの遺言とオグズの慣習に従い，

　　ハーンの位，帝王たる地位は，カユの家系が有る時には，他の部族の家系のハーンや帝

　　王を立てない。今後セルジュクのスルターンたちから我々に救いや援助はなく，国の多

　　くは彼らの手から離れ，タ一肩ールが国に相応しく支配者となった。故スルターン，ア

　　ラーウッディーンからも汝への期待があったので，汝はハーンたれ，我ら僕は我らがス

　　ルターンに仕えてこの方面への聖戦に従事しようと彼らは窺った。故オスマーン・ベグ

　　も（それを）受諾した。

　この話の直後にはウジ（異教徒の領土との辺境地帯，特にセルジュク朝時代には西アナト

リア）でハーンに即位したオスマーン・ベグが699（！299／！300）年にビレジク（BilecOk）

城塞を征服し，諸国に勢威が高まったことが書かれている。この話の要点は，オグズ，カユ

部族に属するオスマーン・ベグが旧来のオグズの慣習に則り，ハーンに即位したということ

であり，カユ部族に属するオスマーン・ベグがハーンの地位や称号に相応しい人物であった
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ことを強調している。ところが，このような内容の記録は他のいかなる嗣時代資料にもそれ

を確証する記述を見鵡せず，また，ハーンに即位したオスマーンはその後も岡史料申で「オ

スマーン・ハーン」と呼ばれることはなく，依然として「ベグ」のままであり，同じカユ部

族に属する彼の父エルトゥグルルやその糧先だちがかつて「ハーン」と呼ばれたという記事

も全く見られない。

　これらの事実を考慮すれば，先にRevan　1390，139！写本を検：涌したヴィッテクが結論し

たように［Wittek　1952：645］，特に上で引用・翻訳した部分は，その前後の記述（イブ

ン・ビービーやラシードの作品の翻訳）のように特定の明確な情報源を持たず，トゥルク語

訳の著者ヤズジュオウル・アリーが二一に挿入した「作り話」であり，その挿入の穏的は，

歴史を遡及してオスマーン朝の名祖オスマーンがオグズ部族のハーンの地位と称号に相応し

い人物であったことを示すことにあったと考えられる。そして上記のヂ作り話」を歴史書の

体裁を取った作品中に挿入することを可能ならしめたのは，他に文献上の証拠が見畠せない

現状では，14撚紀初めに書かれたラシードゥッディーンの牒史』に含まれた財グズ史』

の記述の存在であったとしか考えられない。ヴィッテクが述べるごとく，オスマーン朝ム

ラード2世の時代は「オグズ趣味」と称されるオグズ的伝統への園顧が見られた時期であっ

たというが，その時代に著作を残したヤズジュオウル・アリーとて全く根拠を持たない虚構

を作品中に挿入したのではなく，その著作の初めにトゥルク語訳したラシードの財グズ

史』に兇られる，「カユ部族出身のオグズの帝王」という伝説（この伝説自体には，その背

景となるような歴史的な裏付けが見出せないが）に沿ってセルジュク朝の衰退，滅亡とイル

ハン国支配の確立が岡時代的に進行していた時期を扱った記事中に，オスマーン・ベグのオ

グズ族全体のハーン即位という「作り話」を挿入したのであろう。ヤズジュオウル・アリー

の歴史書が全体としてイブン・ビービーやラシードのほぼ忠実なトゥルク語訳であることか

ら兇て，このようなオスマーン・ベグのハーン即位：を伝える記事の特異性がff立つが，逆に

いえばこの記事の挿入こそがヤズジュオウル・アリーの歴史書執筆の最も重要な9的であっ

たともいえる。

　ヤズジュオウル・アリーの歴史書の構成は，その後のオスマーン朝の歴史家たちにも影響

を与えており，15世紀末にオスマーン漏壷を書いたムハンマド（メフメド）・ネシュリー

（M晦ammad　Neshr1）の著作Kitdib－i　Cihan－nabmdiの雷頭部の構成は，オグズ史，セルジュ

ク朝史，オグズ出身のオスマーン家の系譜という順に書かれている。ネシュリーによれば

オスマーン・ガーズィーがガーザーン・ハーン時代の699年にBilec甑，　S6gαt他7つの要塞

を征服したことを記しているが，ハーン即位の記事はない£CN：50］。
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お　わ　り　に

　以上，本稿ではハー合一ンという針葉のアラビア語，ペルシア語，トゥルク語諸資料部の

使用例を時代」覆に考察しながら，オスマーン朝において14世紀後半からハーカーンという

言葉がスルターンと並んでその支配者たちの称号となるに至った歴史的な背景を考察してみ

た。考察の結果をまとめると以下のようになる。

1．ハーカーンという語は，イスラーム以前のサーサーン朝時代の王たちに関わる諸事件の

　申でしばしば登場し，それらの中には西突厭登場以前のトゥルクに関わるものもある。イ

　スラームの開教以後はムスリム軍がマーワラーアンナフルでの薄戦をしばしば余儀なくさ

　れた西突厭やトユルキシュの支配者を「トゥルクのハーカーン」と呼び，アッバース朝時

　代に著された地理書では，トゥルク（トグズグズr・ウイグル）だけでなくルースやタッ

　バト，ハザルの支配者たちもハーカーンと呼ばれることがあり，彼らはいずれもムスリム

　以外の異教徒であった。

2．10畳紀の後半からトゥルクのムスリム化が進展すると，11世紀以降の特にペルシア語

　資料では，ハーカーンはカラハン朝の支配者たちの自称・他称となった。すなわちハー

　カーンはムスリム君主の称号の一つとなったが，ニザームルムルクの『統治の書』に見え

　る使用例のように，バグダードやイーラーンの内地から見て中央アジア辺境の田舎大名を

　指す言葉として椰楡や軽侮の意味も込められる場合もあった。

3．13世紀に強大な軍事力を背景にモンゴルの申央アジア，西アジアの征服が行なわれ，

　シリア，パレスティナ，アラビア半島部を除く西アジアがモンゴルの支配下に置かれるよ

　うになると，13世紀末から14世紀前半にかけてtムスリムとなったイルハン国のガー

　ザーン，ウールジャーイトゥー兄弟は本稿で紹介した石板銘文上の例を含めて，バーか一

　ンの語を支配者の称号として使用し始めた。イルハン國の支配者たちは，それまでのムス

　リム社会におけるハ・一・・一カーンの語の意味を一変させ，その位置付けを社会の頂点にまで上

　昇させ，モンゴルやトゥルクの王という意味の枠を超えたムスリム世界の至高の支配者の

　称号としたのである。

4．14盤紀の後半，ムラード1世の時代になると，オスマーン朝の支配者がパーーカーンと

　いう称暑や「ムラード・ハーン」のような名乗りを刻銘文資料上で使用し始めた。オス

　マーン朝の支配者がハーカーンの称号やハーンの名乗りを始める先例となる，現存する文

　献的な証拠は，ムラード2世時代に書かれたヤズジュオウル・アリーのトゥルク語訳『セ

　ルジュク朝史』中のオスマーン・ベグのハーン即位の挿話にしか見出せない。ヤズジュオ

　ウル・アリーの記述により，ムラード2世以降のオスマーン朝支配者たちがハーカーンと

　いう称号30）やハーンの名乗りを使用することには一定の根拠が与えられると考えられる

30）　本稿で引用した翻訳中にもハーカーンの語は出てこない。ハーカーンの語の使胴例は，ムラー一．／f
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が，この史料の記述は！4世紀初めにイルハン国で書かれたラシードゥッディーンの繰

史』『オグズ史』を基盤としており，15世紀前半ヤズジュオウル・アリーによってトゥル

ク語訳され，その歴史書の構成申に定遣される以前に，オスマーン朝においてラシードを

基にした（またはそれと共通した）オグズ関連の情報が伝存していた可能性がある。

　筆者がこれまで収集して来た刻銘文資料の残存状況から兇れば31），ムラード2世から3

世代前の瞥祖父ムラード！世の時代（1362－89）にはオスマーン朝が上記のようなヤズジュ

オウル・アリーによって文字化される以前の形態でラシードの財グズ鰯に記されたよう

な，もしくはそれに類似した伝説を既に保持しており，それを根拠として，ハーカーンとい

う称号やヂムラード・ハーン」のような名乗りを使用していたのではないかと推測されるの

である。ムラ～ド1世の時代アナトリアの策方，イーラーン，イラークではイルハン國が歴

史の舞台から消え，かつてのように明白にハーカーンを称号とする支配蓄がいなくなりつつ

あった。かたやオスマーン朝はムラード1世の下でバルカン半島側のルーメリにおける勢力

拡大を加速化させ，国家としての規模もオスマーンやオルハン時代のベイリクを超え，その

後の15盤面に「帝国」と呼ばれるにふさわしい段階への発展を始めていた。こうした状況

の中でムラードは従来の称号である「ベグ」に代えて，本来モンゴルとは歴史上の親縁関係

を全く持たないオグズ・カユ部族の小部族長の家系出身であったにもかかわらず，世界征服

出たる余韻も消えやらぬイルハン国の支配者の称号の一つであった「ハーカーン」という称

号を採用し，自らも「ムラード・ハ～ン」と名乗り始めたのではなかったか。

　ムラード1盤の時代既にラシードの『オグズ史』に類する伝説がオスマーン朝に存在して

いたという推測は，今のところ全く隅時代史料の中に文献的根拠を見出せないがtムラード

1轍が何の根拠もなく，ハーカーンという称号や「ムラード・ハーン」という名乗りを石板

銘文や文書上で詐称していたということは歴史上あり得ないことであり，量はわずかでも確

実に伝存する刻銘文資料記録を歴史上整合的に，またできるだけ無理なく解釈しようとすれ

ば，上記のような推測（仮説）なしには説明がつかないのである。但し，推測はあくまで推

測であり，今後ともより綿密に，また網羅的に文献上及び刻銘文資料上の調査と検討を続け

て，本稿で提示したような推測（仮説）が果たして成り立つのかどうかを慎重に兇極めてい

かなければならないのは当然のことであり，今後の検討の課題としたい。

X
4　　ド2世時代より以前には刻銘文資料中にしか見出せない。

31）　ムラード2世聴代以前にオスマーン朝の支配者がハーカーンを称号とした刻銘文資料上の使用

　例はムラード！世時代2，ムハンマド1世il寺代3の計5例ある［井谷2008A：⑥，⑥b銘文；井

　谷2008B：4一⑤銘文；井谷2011：B一②，③銘文3。一方，「ムラード・ハーン」「バーヤズィー

　　ド・バーーン」「ムハンマド・ハーン」などの名乗りが見られる刻銘文資料は，これまでの調査で

　　10点ある。そのうち既発表のものは，井谷2007：⑤銘文井谷2008A：⑤b銘文，井谷2008B：

　4一②③，④銘文，井谷2010：①b銘文井谷201！：B一①，③銘文である。
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